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 
個人が健康課題に対して適切な判断を行うために､ 健康情報やサービスにアクセスし､ 理解し､ 活用する能力として､
近年､ ヘルスリテラシーが注目を浴びている｡ 人々は､ 家族の中で健康観や保健・衛生に関する知識､ 保健習慣などを
獲得することから､ 家族のヘルスリテラシーを明らかにすることによって､ 家族の健康の基盤構築のための手がかりが
得られると考える｡ そこで､ 元来個人の能力とされてきたヘルスリテラシーという概念を家族に適用するための文献検
討を行った｡ 和文献35件､ 英文献15件の検討に基づくヘルスリテラシーの定義と､ 家族のヘルスプロモーションに関す
る考え方を踏まえて､ ｢家族のヘルスリテラシー｣ を ｢家族が､ 一生を通じて家族としての生活の質を維持・向上させた
り､ ヘルスケア・疾病予防・ヘルスプロモーションに関連した日常生活の場での判断や意思決定を行うために､ 家族内
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その後 ､ 1986年 ､ 世界保健機関 (World












































































































































































クセスし､ 理解し､ 評価し､ 応用するという知
識・動機づけ・能力｣ と定義し､ 帰結には ｢健
康行動､ ヘルスサービスの利用､ 健康アウトカ



























































































































ず､ 地域社会の ｢集団｣ の能力にまで展開する｡
個人の生活習慣の改善や適切に保健医療システ
ムを利用することを目標とするだけでなく､








アクセスし､ 理解し､ 評価し､ 応用するという
知識・動機づけ・能力｣ と定義した｡ 構成要素






















































































｢知識｣ とは､ 健康に関する知識に加え､ 情
報へのアクセス方法､ 医療の選択・利用に関す
るような医療福祉システム､ 地域社会の健康福









｢知識｣ ｢能力｣ ｢動機づけ｣ は､ 健康情報への



















ン､ 勢力構造､ 凝集性などの ｢家族システムパ
ターン｣､ 家族構成､ 社会経済状況､ 民族性､
文化性､ 成長発達段階などの ｢統計的な家族の








































した能力｣ である｡ 家族は､ 家族のための健康
情報を探索､ 獲得し､ その情報を理解・解釈し､
選別し､ 判断し､ 評価したうえで､ 健康の維持・
増進を目的として情報を家族内で共有し､ 使用





































クセスし､ 理解し､ 評価し､ 応用するという知
識､ 動機づけ､ 能力である｣ ととらえることが
できると考えられた｡
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